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「学年通信」は、生徒の皆さんが読み終わった後、必ず保護者の方に渡してください 

パンダちゃん大玉転がしに胸熱 

学年主任 野村明日香 

 

猛暑日が続いた 7 月末のこと、テレビをつけるとオモチャのパンダが自分の何十倍もある大きな赤玉を前

に進めずに宙に浮いた足をバタバタさせている映像が飛び込んできました。そして次に 3 体のパンダを改造

したらしきロボが写し出され―パーンとピストルの音。 

「早い、早い―」ナレーターが叫びます。そして「うそだろ・・・」とつぶやく姿も・・・ 

 私はめったにテレビを見ないのですが「魔改造の夜」という番組には引き込まれてしまいます。その日は～

パンダちゃん大玉転がし～が放送されました。「魔改造の夜」は毎回可愛いらしいオモチャを改造し、課題を

クリアして競うというもので、イメージはロボコンでしょうか。出場するチームが大企業であったり町工場で

あったり学生であったりとそれぞれの持ち味が感じられる番組です。 

私が面白いと感じる理由はいくつかありますが、何より課題に向き合うエンジニア達の姿に心震えます。ト

ライ＆エラーの繰り返し、緻密にデータをとったり、シミュレーションをしたり、知識や理論から問題点を考

えたり、みんなで色々なアイディアを出して、実際に作って試して、また作ってを繰り返します。 

 試技の本番（夜会）ぎりぎりまで、あるときは試技の直前にプログラムをかき換え、調整をして最高のパフ

ォーマンスを目指します。「改造費は５万円以内」とか 2 回試技をするのですが「失敗をしてもかまわない」

というルールがこの番組を面白くしている鍵のように思います。今回も予測のつかないことが起こりました。 

チーム N 岡高専のリーダーは卒業式の日が夜会と重なりましたが夜会に参戦していました。コロナでロボ

コン不完全燃焼だった学生時代を「魔改造の夜」で取り戻したいと話していました。相手は H 置電気のチー

ムと世界を市場とするN社でした。一番最初に試技をしたN岡高専のロボ、転転ちゃんは見事記録を出しま

す。次に H 置電気のロボ、パンダ幸村ですがスイッチを入れても走り出しません。それを見て青ざめるのは

３番目に試技をする世界のN 社でしたが、いざスイッチを入れると電光石火の如くロボ、社N社 N（シャン

シャン）は走り出します。これにはN岡高専の生徒もうなるばかり。すかさずナレーションが入ります。「君

たちの目指す道がここなんだよと」「享受してくれましたね―」と。 

大の大人がそれぞれ専門性をもってチームを組み、一見馬鹿げたことに真剣に取り組む姿。ゴールした時に

涙して喜び、チームで肩を組む姿が美しいのです。最善を尽くして夜会に挑んだが記録なしとなり、落胆して

いる敵のチームに賞賛の拍手を送る姿。みなさんと同年代の学生と世界を舞台とする大企業が同じ土俵で戦

うことができるなんて。。。私の語彙力では語り尽くせないのですがどの回を見ても胸が熱くなります。 

 みなさんにはこれからもチームで競う場面が多くあります。運動会や新人戦、スポーツ大会など、学園祭も

そうですね。同じ目標に向かって、チーム一丸となって取り組む経験はかけがいのないものです。 

 「魔改造の夜」は大人に、ある日のことを思い出させてくれます。いくら頑張っても結果がついてくるとは

限らない。でもチームの勝利のためにできることはすべてやる。だから後悔はない。「失敗はプレゼント」ナ

レーターが言い放ちます。 

 「結果がついてこなくてもチャレンジすることが大切だと夜会が教えてくれた。僕にとっては最高の卒業式

となりました。」N岡高専のリーダーの言葉が心に沁みました。 

 



夏休みの思い出と少年時代の友人 

 

5組   担任 今 福 康 太 

 

約 1 カ月の夏休みが、あっという間に終わった。１年５組では、２２日の LHR にて「夏休みで一番○○だっ

たこと」というテーマで、全員が１分間スピーチを行った。各々が面白いエピソードを語ってくれて、良いひと

ときとなった。 

その夜、私は自分の高校時代の夏休みを思い返した。と言っても、思い出されるのはほとんどが部活動の

ことである。朝７時、学校の外周から練習がスタートし、塁間ダッシュ、100m ダッシュ、ウエイトトレーニング

を経てようやく休憩。その後ティーバッティング、マシンバッティング、キャッチボール、ノックと続いていく。

特に嫌だったのは最後のノックで、当時１１人しか部員がいなかったのにも関わらず、外野１時間、内野１時間

と計２時間やっていた。また投手陣はバッティング練習中に走り込みを行っていたから毎日満身創痍。練習

終了は午後２時頃（途中食事休憩なし）。その後は当然何もやる気が起こらずただ帰って寝るだけ・・・という

日々であった。  

 そしてもう一つ、５組の生徒の話では、友だちと旅行に行ったというエピソードが複数出てきた。この話を

聞いて私はとある映画を思い出した。「 STAND BY ME 」である。 

 この映画は 1986 年にアメリカで制作された、いわゆる「青春映画」である。舞台は 1950 年代のとある

田舎町。近所で暮らす 12 歳(小学６年生)の男子４人組がいた。彼らは気が合い、いつも一緒に遊んでいた

が、ある日、彼らの町から約 30km 離れた森にむけて冒険の旅に出る。道中では、小遣いを出し合って食料

を買い、野宿し、数多くのトラブルを乗り越え、最終的には何とか目的を果たすというストーリーである。この

４人は、家族との関係や自身の生い立ち、また将来のことなど、それぞれが不満や葛藤、不安を抱えており、

この旅の道中ではこれらを打ち明け、互いに励ましあいながら成長していくシーンが描かれている。そしてラ

ストシーンでは「この旅の後、彼らとは(進学等もあって)会わなくなった。しかし彼ら以上の友人を、その後持

ったことはない。」と結ばれている。 

大人になるということは様々なことを経験するということである。私は、この経験(知識)の増加に伴い、

先入観・固定観念が身についてしまい、子どもの頃のような新鮮な感動が生まれにくくなってしまった気が

している。これと同様に、子どものころの友人と大人になってからできた友人とは、言葉では上手く言い表せ

ないが何か違う気がする。どちらがいいとか、価値があるとかではなく、あの新鮮な感動(良いものだけでは

ない)を、共に経験した人にしか生まれないものがあるのだと思う。 

部活動、学園祭、修学旅行、定期試験、受験、毎日の(高校)生活、家族や友人と過ごす時間。これらの中で

あなたが経験する、「新鮮な感動」を共有する人は誰だろうか。その人はきっと、あなたにとって素晴らしい

「友人」になるであろう。そのことを実感するのは、まだまだ先かもしれないが…。    

 

※「 STAND BY ME 」は、私がこれまでに見た映画の中でも特に思い出深いものです。 

機会があったらぜひ見てください。 

 

 



インターンシップを終えて 

1年生 2７名が、夏休み中にインターンシップを経験しました。感想の一部を紹介します。 

 

企業名　株式会社三宅建築設計事務所                                           ２組　後藤　凛

正直、建築設計の仕事のことりあえずは自分で調べていて、大まかなことは理解していたつもりだった。しかし、イ

ンターンシップを通して、一口に建築と言っても意匠というベースの中に構造設計、空調・衛生、電気、積算など

色々な分野があることや、実際にクライアントと関わるコツまで教えていただいた。自分がインターネットで調べる

だけでは分からない、細かいことまで教えていただけて、すごく勉強になった。 また、インターンシップで社長や社

員さんのお話を伺った。その時、「家をつくるということは、お客さんの一生の買い物を手伝うこと」｢家を作る相手

の立場やその人なりの考えを上手く汲み取り、表現出来るかどうか=『人間力』に建築士である自分の技量がかかって

くる｣｢ものづくりは嘘をつかない｣｢様々な職を持っているクライアントと関わることで自分の知識が増えたり、世界

が広がったりする｣というようなお話をしていただいた。自分が将来建築士になって働くことを想像すると胸が踊った

し、夢へのモチベーションがグンと上がった。本当にこの仕事をやりたいと思った。 インターンシップの経験を通し

て、今後は志望校に合格できるように日々の学習に自分に甘えずに取り組んで行きたい。また、自主的に都市計画や

建築設計についての知識をつけたり、各地の建造物を見に行くなどの体験をしたりなど、独自に学び、力をつけてい

きたい。さらには、｢相手の立場や考えを上手く汲み取る｣つまり｢人間力｣をつけられるように、日々考えながら人と

関わることを意識して生活していきたい。

企業名　株式会社石和名湯館　糸柳                                         ２組　石川　莉子

インターンシップを終えてまず思うことは、参加して本当によかったということです。インターンシップに参加する

までの私は、｢働く｣ということに対して抽象的なイメージしか持てていませんでした。｢お金稼ぎのため｣｢やらなけれ

ばいけないから｣そんな風に思っていました。しかしこのインターンシップでは、働く人たちは皆、自分の仕事に誇り

を持ち、やりがいを感じているように見えました。そんな方たちの下でのインターンシップは本当に貴重な経験とな

りました。 1日目はフロントの仕事をやらせてもらいました。約10時間立ちっぱなし、炎天下の中でも笑顔で｢ありが

とうございます｣とお礼をすることを何十回も行いました。車が見えなくなるまで手を振り続けることは、された経験

はあるけれど、やる側はこんなに大変なんだということを初めて実感しました。そんなときはされた時の嬉しさや幸

せな気持ちを思い出して頑張りました。水筒に氷と水を入れて欲しいというお願いを受けた時、氷がハート型をして

いるのを見て、こんなに細かい気遣いがされているなんて…と感動しました。 私が1番楽しみにしていた糸柳のお部

屋は、部屋に一つひとつお花を置くという業務で見ることができました。全ての部屋を見てみて、スイートルームは

本当に言葉が出ないくらい美しく、その他の部屋もとても綺麗で驚きました。その綺麗さの保ち方は、午後の部屋

チェックで知ることができました。｢髪の毛1本落としてはいけない｣と中居さんが教えてくれました。配置もすべてお

客さんのことを第1に考えていて素敵だなと感じました。 2日目は厨房に入って料理の盛り付けをやらせてもらいまし

た。最初は量を均等にできなかったり、温泉卵が上手く割れなかったり迷惑をかけてしまったけれど、優しく助けて

くださって本当にありがたかったです。アレルギーや苦手なものがあるお客さんには、そのものを取り除くだけでな

く代わりのものを用意したり、お食い初めの時には女の子か男の子かを確認してメニューを変えたりしていて本当に

丁寧だなと思いました。そして皆が分担しててきぱき働いていてとてもかっこよく感じたとともに、これが働くとい

うことかと改めて気が引き締まりました。 2日間ともご飯の時に糸柳で作ったケーキやカステラやメロンをくれた

り、インターンシップ後には槌谷の美味しいシュークリームをいただきました。迷惑をかけてばかりだったけれど本

当に温かく迎えてくださって感謝の気持ちでいっぱいです。 帰っていくお客さんの笑顔で満足そうな姿を見て、働く

意味はこれなのだと知ることができました。 仕事は生きがいになると教えてくださった言葉を、自分が社会人になっ

た時も忘れず、希望を持って働きたいと思います。

企業名　社会医療法人加納岩　加納岩総合病院　　　　　３組　白木　晃美

今回、インターンシップに参加してみて、私は働くことの大変さ、厳しさとその中にもやりがいがあることを知っ

た。私がインターンシップに行った加納岩総合病院はチーム医療を中心に 患者さんのために職員全員で、支えてい

た。 医療現場や、方針など、なかなか簡単には実際に感じるとることは難しいと思うので、今回、話を詳しく聞けて

貴重な体験ができたと思う。 また、実際に救急や、透析科、放射線科、患者さんが入院している病棟など他にもたく

さんの医療に携わる科を見学することができた。実際に見られることなんて、インターンシップではないとできない

ことなので、本当に貴重な体験をすることができたと思う。看護師さんの仕事も真近で見学でき、看護の心や温かさ

を感じとることができた。 　担当してくださった高橋副看護部長は仕事のやりがいをお話ししてくださった。看護師

の仕事はとても大変だけど、患者さんに感謝されたり、支えてきた患者さんが理想とする最期を迎 えられた時にやり

がいを感じると話してくださった。私は、看護師という職業はとても尊く、私達に必要な職業だとその時思った。人

を看護の観点から支えることはとても大切だと思った。看護師として働くことは、大変だけど、人を支えようとする

気持ちを持っている姿がかっこいいと思った。今回、インターンシップに参加して学んだことを私はこれからの将来

選択などに生かしたい。本当に貴重な経験をすることができた。働くこととはどういうことなのか、体験を通して感

じることができた。自分にとってたくさん得るものがあった二日間だった。医療の仕事について、知らなかったこと

がたくさん知ることができて楽しかったし、より興味が湧いた。参加して本当に良かったと思った。この体験を忘れ

ず、将来についてしっかり考えたい。 見学した科：透析科、内科、外科、放射線科、薬科、リハビリテーション科、

救急外来、栄養科、検査科、 地域包括病棟



 

９月の主な行事予定 

（8月 31日（木）第２回定期試験時間割発表） 

９月  １日（金） 学習強化週間（8/31～９/６） 

7日（木）～１２日（火） 第２回定期試験 

１３日（水） 生徒休業日 

１４日（木） 答案返却（PM） ⑦カット 

１６日（土）  土曜講座 

１８日（月）  敬老の日 

２０日（水）  登校時マナーアップ運動 ⓵②答案返却 MHR 芸術鑑賞会（文化ホール） 

２１日（木）  運動会（PM） 

２２日（金）  運動会 第２回バイク通学者説明会（放） 

２３日（土）  秋分の日 

２５日（月） 第２回進路希望調査 

２９日（金） AMカセット▲ 納め式 新生徒会役員認証式・生徒会役員交代式  

前期終業式  ⑥カット 

３０日（土） 駿台記述模試（希望者） 

企業名　山梨県立博物館　　　　　４組　矢﨑　日葵

 私は、山梨県立博物館での職場体験をしました。特に、交流員さんの仕事を中心に行いました。主に、受付をした

り、 受付の近くでお客さんに呼びかけをしたり、 展示品の解説をしたりしました。 また、 学芸員さんから 「なぜこ

の仕事を選んだのか」 という話を聞いたり、 職員の方に 展示品を周りながら 解説してもらいました 。

  私がこの職場体験から学んだことは、 人に物事を伝えていく 責任と 他の人と関わる楽しさ です。 また 、 展示品の

解説を通して学んだこともありました。それは、展示品を来てくれたお客さんに説明するという難しさです。交流員

さんが展示品をお客さんに説明するときは、 学芸員さんから教えて 頂いたことを まとめて わかりやすくして 伝えて

いくそうです。 私も今回、 資料を参考にして 展示品の 説明を しまし た。 しかし、 説明をまとめるのが難しく、 お

客さんに伝える時も 相手の反応を見ながら「 特に何に興味を持っているのか」 や 「飽きていないか 」などを 見なが

ら 説明する必要が あったのが 大変でした 。 学芸員さんに聞いた話の中にあった、 「いつチャンスが来ても良いよう

に準備が必要 」ということや 「自分が好奇心を持ったものは全て 首を突っ込むこと 」ということは これからの 進路

実現に 向けて 大切なことだと 思いました。たくさんの人からこれからどんなことが大事になってくるのか学ぶこと

ができてとても良い機会になりました。

 この職場体験を通してこれから頑張っていきたいと思ったことは 「コミュニケーションをとることを恐れないこと

」そして 「面白いことは何でも吸収する 」ということです。 これは 学芸員さん と話していた時に 大事だと思ったこ

とです。どちらも今からでも必要なことだと思いました。たくさん会話をし、たくさんのことに興味をもつことで少

しでもこれからの自分の支えになればと思いました。 この２日間の職場体験は自分の成長を感じられたとても貴重な

時間になりました。

企業名　社会福祉法人　ゆうゆう　すみよし愛児園　　　　　　　　　６組　手塚　優理子

私が「ゆうゆう住吉愛児園」でのインターンシップにおいて学んだことは、周りをよく見て行動すること、人の心に

寄り添うことの大切さと難しさです。愛児園で仕事をしている中で、周りの園児や様子をよく見ていないといけない

場面に多々遭遇した。自分の見ていないところで急に喧嘩が勃発していたり、急に泣き出した子がいたりと目まぐる

しく動いていて、初めは自分もあたふたしてしまっていたが先生たちにどうしたら良いか聞いたり、実際自分から動

いてみたりしたことで、だんだん幼児とコミュニケーションをとって距離を近づけることができた。特に、喧嘩のと

きには、その時の様子を見ていないといけないし、高校生の目から見て一方的にあなたがよくない！と言うことはで

きないから、とても難しかった。声の掛け方に正解はないと、園の先生からも言っていただいて、だんだん、子ども

たちの言っていることに耳を傾け、仲介的な役割を果たせるようになり、自分自身の成長を感じた。ここから、周り

をよく見て動くこと、人の心に寄り添うことの難しさ、大切さを学んだ。また、私は2日間のインターンシップで、1

日ごと異なる年齢のクラスに入らせていただいた。家庭科の授業等で、子どもの発育、発達が著しいことは理解して

いたつもりだったが、実際に様子を見てみて、1歳くらいの子たちと、4、5歳の子たちでは着替えのスピードや語

彙、する遊びなどが違うのを感じられた。また、同じ年齢の子たちのなかでも、性格の違いが既に現れていて、外遊

びをするのが好きな子もいればおままごとが好きな子もいるし、折り紙が好きな子もいた。このような一人ひとりの

性格、個性を、小さいころから大切にしていくことが、その子たちの将来につながると思ったので、これから子ども

と関わるとき、大切にしていきたいと考えた。 今まで（今も）自分は教育してもらう側にいたが、今回のインターン

シップで教育する側に立ってみたからこその、多くの学びを得ることができた。まだ自分の進路や将来の夢は決まっ

ていないが、今回の学びが必ずこれからの自分に生きると思う。このような素晴らしい経験をできて、良かったと思

う。


